



























旨に「良き文字文化財を理解し継承・発展させていく人材の育成」 「他の教育研究機関、学校等と協力して、専門知識をもつ人材のバンクをつくり、派遣できる体制をつくる」と掲げています。かねてから諸方面と相談しながら具体的な活動形態を模索しておりましたが 愛知県総合教育センターや県教 委員会関係者のお教えを得て、高校教育の研修講座を実施する計画をた ました。 「高等学校の授業実践に関わる研修を実施し、現職 員および教員志望者の教科に対する指導力の向上 資する」という趣旨です。第一回は八月十七日に愛知県立大学名駅サテライトキャンパスを会場にして教員をめざす県大生 含めて全体で約三十人の参加を得ました。講師は研究所 の山下達治氏に依頼し高校教諭の経験をもとに源氏物語を教材と 取 扱う模擬授業 形で講演をお願 しました。参加された先生方からの好評をいただいて、今後、年に二回程度開催することとし、第二回を十二月二十三日に同じ会場で行いまし 。講師はもと県立高校教諭で短歌の実作者としても研究者としても名高い鈴木竹志氏 お迎えしました。来年度から県の教員になる学生三人を含めて二十五人の参加があり、 擬授業のあと活発な議論を行いました。なお、国語科以外に英語、地歴でも、との御意見をいただき、実現する手立てを外国語学部の高等言語教育研究所とも相談しながら検討中です。　
また、本誌第三号の活動実績と計画に書きましたとおり、本学名誉教授の尾崎知光先生から国語学史関係の貴重書を
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文物そのものを 所として図書館とは異なる観点か 収集する活動も続けています。今年度は、放送界の重鎮として昭和年代末期に名古屋における平曲講演の多くを主宰された大脇明氏から、御所蔵 貴重な平曲ＬＰレコードと当時の演目案内冊子を研究所に御寄贈いただきまし 。研究教育に役立てるようにとの 趣旨です。平曲に関しては、東京の平曲研究所とも友好関係 結び、刊行物など 寄贈も受け います。県大に行けば他にな 貴重資料が閲覧できる状態の実現をめざしています。　
最後に、二年後に計画している大きな活動をお知らせします。名古屋市博物館と共催で、平成二十五年の冬に、発掘
された古代東海地方の 字資料を中心と る展示を行う計画ができました。この企画は、 名古屋市立大学人文社会学部、愛知大学文学部をはじめ、東海地方のいくつかの の教員と共同 実施する目論みで 。名古屋市博物館と協議したときに、古代の文字についての学び とおして「小 中、高校生に夢を与えるような企画」 したいと合意していままた、 「展示の実施に学生が参加すること」を考えています。もし 実現 、大学 もつ専門知識を社会に提供する役割を果たすことができ、しかも、それが次世代を なう子ど たち 現に大学に在学 る学生たちの教育 還元されるなら、幸いこの上ありません。　
当研究所の活動費は愛知県立大学学長裁量費から配分を受け います。愛 県立大学全体が掲げている「魅力あふれ
る大学づくり」を実現するための費用です。学部 は別 立場から、大学のもつ知を社会 還元 活動です。来年度は研究所の運営体制 いっそう整えて、内容 さらに展開します。引き続き、皆さまの御支援を乞います。
